
「栃木県ケアラー支援基本計画（仮称）」の策定の方向性

基本計画
(第10条)

１ 知事は、ケアラー支援に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、ケアラー支援の推進に関する基本的な計画（以下この条において「基本計画」という。）を定めるものとする。
２ 基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。

(1) ケアラー支援に関する基本的方向 (2) ケアラー支援に関する施策に関する事項 (3) 前２号に掲げるもののほか、ケアラー支援に関し必要な事項
３ 知事は、基本計画を定めるに当たっては、県民の意見を反映することができるよう適切な措置を講じなければならない。
４ 知事は、基本計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表しなければならない。
５ 前２項の規定は、基本計画の変更について準用する。

◆基本計画の構成の考え方

県の保健福祉関連の各種計画との整合性を図るため、これらに準じた構成とする。

◆基本計画の構成（案）

第１章 計画の趣旨等
① 基本計画の全体概要のポイントを記載
② 計画策定の趣旨、計画の位置づけ、計画期間（地域福祉支援計画に合わせ６年。※第１期計画はR6~R8の３年を想定）

③ SDGｓの達成に向けた17のターゲットとの関連性

第２章
統計情報に基づく
現状、課題等

① 人口構造・動態の変化、世帯の変化
② ケアラーを取り巻く現状、課題、世論調査・実態調査の概要

第３章
計画の目指す
基本的方向性

・ 目指すべき姿（取組の全体像、施策の体系）

第４章 施策の展開・目標

① 普及啓発（第11条）
② 人材の育成・確保のための研修等（第12条）
③ ヤングケアラー等の状況把握のための、学校等への助言、情報の提供等（第13条）
④ 相談しやすい環境の整備（第14条）
⑤ 事業者、関係機関及び支援団体が行う活動支援のための助言、情報の提供等（第15条）

第５章 推進体制、進捗管理
① 栃木県ケアラー支援推進協議会（第16条）
② ケアラー支援推進庁内連携会議

資料編 参考資料 ・ ケアラー・ヤングケアラー実態調査結果等

⚫条例制定の趣旨や実態調査の結果、本推進協議会の意見等を踏まえた内容とする。

ケアラー支援に関する施策の推進

条例の目的、基本理念等の推進

ケアラーが安心して生活できる
地域共生社会の実現へ寄与

◆基本計画の役割

基本的
方向性

施策の展開

推進体制

栃木県ケアラー支援基本計画

資料５



項 目 R4年度 R5.4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①栃木県ケアラー
支援推進協議会等

②ケアラー支援
推進庁内連携会議

③ケアラー実態調査
✓ 回答・回収期間

(高齢者、障害者、民生委員・児童委員、医療機関)

「栃木県ケアラー支援基本計画（仮称）」の策定スケジュール（予定）

★第1回
連携会議

★第２回
連携会議

★第３回
連携会議

★第４回
連携会議

✓ 集計・分析

✓ 基本計画の方向性等
✓ ケアラー実態調査方法

✓ 実態調査速報報告
✓ 基本計画骨子

✓ パブコメ意見
✓ 基本計画案

★第２回
協議会

★第３回
協議会

★第４回
協議会

★協議会
設置

✓ 意見
反映

✓ パブリック・コメント

✓ ケアラー実態調査結果
✓ 基本計画素案

計
画
策
定

★第1回
協議会

⚫実態調査の結果、本推進協議会の意見等を踏まえ、令和５年度末までに基本計画を策定・公表予定。


